
公表日：　　２０２３年　１月　１４日 事業所名：　エントランス　えぶりぃ

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

・ソーシャルディスタンスを保ちながら、定員
に応じたスペースの確保をする。
・活動内容に適した空間の使用と職員の配
置を行う。

・部屋の中以外にも外出もあるのでいいと思う。
（はい：３６　どちらでもない：４　いいえ：０　わから
ない：１）

・活動内容や安全確保を行った上で構成
する。

2 職員の適切な配置

・スタッフ１名につき利用者１～３名の支援体
制。
・正職員３名、非常勤職員１２名（言語聴覚
士１名含む）にてスタッフを構成する。

・先生の顔と名前が分かりません。1人1人自己紹
介があればいいなと思っています。
・子どもについてくれているので十分だと思う。
・配置数は多いと思う。

（はい：３２　どちらでもない：０　いいえ：０　わから

・現状を維持する。
 (職員紹介を掲示しているので、周知をし
ていく。）

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

・安全に安心して活動ができるような環境設
定と動線にが分かりやすい設定を行う。

・整理されているので、分かりやすいと思う。
（はい：３６　どちらでもない：１　いいえ：０　わから
ない：４） ・現状を維持する。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

・室内の換気、共有スペース（家具や床な
ど）、共有物（玩具や遊具など）の洗浄、アル
コール消毒を利用ごとに徹底して行う。

・いつもきれいです。
・いつも清潔感があり、子供達がおちついて活動で
きる環境になっていると思います。

（はい：４０　どちらでもない：０　いいえ：０　わから

・現状を維持する。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

・利用ごとの振り返り、月に１度の全体ミー
ティングにおいて、利用状況や課題などをス
タッフ間にての共有を行う。

・現状を維持する。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

・シーアイ・パートナーズさんによる業務方法
や改善点の相談を行う。

・必要に応じて相談を受ける。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

・外部研修を周知し、参加をする。
・外部研修の内容を社内にて共有をする。

・現状を維持する。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

・利用時の対応や要望書にて保護者のニー
ズを確認し、作成したチェックリストを基にス
タッフ間にて検討を行い、支援計画に反映す
る。

分析もしっかりして頂いています。
・事業所では児童発達支援計画書が作成されているかもしれませんが、
計画書をみたことがなく、それに沿っての説明も受けたことがありませ
ん。
（はい：３７　どちらでもない：２　いいえ：０　わからない：４）

・子どもの生活や発達に沿った支援の仕
方や課題についてわかりやすく説明をし、
理解・納得していただくようにする。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

・児童発達支援・放課後デイのガイドライン、
学校教育法に沿った領域別での個別支援計
画の作成を行う。

・設定されていると思う。
（はい：３５　どちらでもない：２　いいえ：０　わから
ない：４） ・現状を維持する。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

・個別の評価・実態を把握し、保護者の目標
や年齢に沿った必要と思われる力の到達に
向けて硬い設定をした支援計画を作成す
る。

・行われていると思う。
（はい：３６　どちらでもない：１　いいえ：０　わから
ない：４） ・現状を維持する。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

・児童発達管理責任者や正職員の下、個別
支援計画に基づいた課題を共有し、支援の
方法や関わり方を具体的に実施する。

・毎回、色々な活動をしている。
・いつも楽しい活動プログラムで子供が飽きない活
動内容になっていると思います。
（はい：３５　どちらでもない：２　いいえ：０　わから
ない：４）

・現状を維持する。

5 チーム全体での活動プログラムの立案

・正職員にて活動内容の検討を行い、全ス
タッフにて情報共有及び再検討をし、活動内
容を組み立てる。
・研修や考察により活動内容の再構成を行
い、日々改善を行う。

・現状を維持する。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

・毎利用時の対応の中で個別に提案をす
る。
・利用者の人数、グループによって活動内容
を編成し、個々の支援目標を達成でいるよう
観察、支援を行う。

・現状を維持する。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫の
実施

・その日の子ども達の様子や成長に応じて、
プログラムの時間割や活動の内容の変更を
行う。

・現状を維持する。

8
支援開始前における職員間でその日の支援
内容や役割分担についての確認の徹底

・療育開始前に打ち合わせをし、活動での役
割分担や配慮事項について確認をする。

・現状を維持する。

9
支援終了後における職員間でその日行われ
た支援の振り返りと気付いた点などの情報
の共有化

・療育後の打ち合わせにて療育の振り返りを
し、子ども達の様子、保護者からの連絡や要
望の共有を行い、次回の目標設定の参考に
する。

・現状を維持する。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

・療育内容、子どもの様子、保護者の連絡事
項を日報として記録し、スタッフ間で情報共
有する。

・現状を維持する。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画の
見直し

・毎利用時の子どもの様子を保護者と共有
し、支援の内容を確認する。要望や目標に
変更が生じた場合は支援計画を再検討す
る。

・現状を維持する。

・訪問支援は利用したことないです。
・お迎え時にお話はできますが、面談があると助か
るなと思います。
・分からないです。
・幼稚園としっかり連携をとってくださっていて、保
護者側が安心して預けられるように配慮して頂け
ると思います。
（はい：１６　どちらでもない：５　いいえ：５　わから
ない：１５）
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者に
よる障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議へり参画

・サービス担当者会議に出席し、スタッフとも
情報共有をする。

・現状を維持する。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

・該当者なし。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

・該当者なし。

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

・保護者よりの依頼や必要と感じた際には、
保護者と相談の上、希望に応じて行う。

・現状を維持する。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供、

・保護者よりの依頼や必要と感じた際には、
保護者と相談の上、希望に応じて行う。

・現状を維持する。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

・必要な研修は周知し、参加を奨励する。 ・現状を維持する。

7

児等発達支援の場合の保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

・コロナ禍の為、今年は実施予定なし。 ・現状を維持する。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

・コロナ禍の為、今年は実施予定なし。
・コロナ禍の中の状況を踏まえて参加を検
討する。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

・初回利用時の重要事項説明にて実施す
る。

・丁寧に対応して頂いています。
・初めに説明があった。
（はい：３７　どちらでもない：２　いいえ：１　わから
ない：１）

・今後も丁寧に説明していく。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

・毎利用時の保護者対応時、個別面談時に
実施する。

・はい。
（はい：３４　どちらでもない：２　いいえ：２　わから
ない：３） ・今後も丁寧に説明していく。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の支
援の実施

・必要と感じられた場合は、親子の個別療育
を実施する。

・利用後の説明時に子どもとの関わり方をアドバイスしてもらえ
るので、そのことであれば「はい。」
・しっかり行われているので、本当に助かっています。感謝の気
持ちでいっぱいです。
（はい：２０　どちらでもない：４　いいえ：４　わからない：１３）

・実施可能か検討をしていく。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

・毎利用時の連絡ノートや保護者対応にて実
施する。

・毎回利用後に様子を教えて頂き、うれしく思ってます。
・送迎時に話をする時間がある。
・通所日引き渡しの際、必ず細く状況を伝えて頂いていると思
います。
（はい：３９　どちらでもない：１　いいえ：０　わからない：１）

・現状を維持する。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

・毎利用時の連絡ノートや保護者対応にて実
施する。
・必要な場合は個別面談を実施する。

・利用後、毎回話をしてもらっています。
・利用前にも丁寧なヒアリングあり。
・送迎時に希望すれば、いつでも面談してもらえる。
・お迎え時にお話はできていますが、面談があると助かるなと
思います。
（はい：３２　どちらでもない：４　いいえ：１　わからない：４）

・現状を維持、丁寧に声をかけていく。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

・コロナ禍の為、今年は実施予定なし。

・参加したことがありません。
・保護者会があるかどうか分からない。
（はい：９　どちらでもない：３　いいえ：１４　わから
ない：１５）

・コロナ感染の様子をみて、落ち着いてき
た時に開催をしていく。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

・苦情処理対応については、連絡先・対応手
順等掲示。

・苦情を言ったことがないので分からないが、対応してく
れそうに思う。
・今までに苦情につながったことがない。
（はい：１８　どちらでもない：２　いいえ：０　わからない：２
１）

・現状を維持する。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

・掲示物や冊子の展示をする。

・お手紙や利用後のお話の中で配慮を感じる。
・子どものいない場で話ができるように配慮がある。
・細かいところまで配慮されていて安心してお預けすることがで
きております。
（はい：３８　どちらでもない：０　いいえ：０　わからない：３）

・現状を維持する。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報についての子どもや
保護者への発信

・えぶりぃだよりを毎月発行。

・定期的なお便り等で周知できている。
・毎月「えぶりぃだより」を発行してもらえる。
（はい：３８　どちらでもない：０　いいえ：０　わから
ない：３）

・内容の改善を行い、ニーズに合う情報提
供
を行う。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応
・利用者、職員共に契約時に個人情報使用
に関する同意書を取り交わしている。

対応されている。
・注意されていないと感じたことがない。
（はい：３３　どちらでもない：１　いいえ：０　わから
ない：７）

・現状を維持する。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

・各対応マニュアルについては、作成し運用
中。警報発令時の対応については連絡帳に
プリントを添付。変更時には再配布を行って
いる。
・個人情報の取り扱いについては鍵付きロッ
カーを使用し、施錠の徹底を行っている。

通い始めてから、短期間など先の取り組みについて触れ
る機会がなく、実施した場合はお知ら
せください。
・口頭での説明はありません。
（はい：３３　どちらでもない：１　いいえ：１　わからない：
６）

・今後も丁寧に説明していく。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

・避難訓練１２回/年　集団療育の時に実施
する。
・保護者とは防災用のメール訓練を年１回、
１月に実施。

通い始めてから、短期間など先の取り組みについて触れ
る機会がなく、実施した場合はお知らせください。
・子どもと定期的に避難訓練を行ってもらえる。
（はい：２９　どちらでもない：０　いいえ：０　わからない：１
２）

・今後も避難訓練（火災・地震）を年２回、
防災用メール配信を年１回、行い現状を
維持していく。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保等
の適切な対応

・虐待防止・虐待時対応マニュアルを作成、
運用中。
　支援員全員にむけて「虐待防止チェックリ
スト」をつかって自己評価を実施する。

・事例を挙げ、MTの際に職員間で検討
し、マニュアルの
再編成を行う。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明・・了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画への
記載

・該当なし。 ・今後も実施しない。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

・アレルギーの周知と対応を職員間で情報
共有。

・現状を維持する。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

・ヒヤリハット事例があればミーティングで事
業所内スタッフで共有し、法人に報告。

・現状を維持する。

1 子どもは通所を楽しみにしているか
・遊ぶことを通して、教育要領に沿った年齢
毎の「つけたい力」を目標に、様々な経験を
する。

・先生が優しいので、一度も嫌がったことはないです。
・楽しみにしてそうです。
・とても楽しみにしている。
・先生に会えることもお友達に会えることも楽しみにしていま
す。
（はい：３５　どちらでもない：５　いいえ：１　わからない：０）

・現状を維持する。

2 事業所の支援に満足しているか
・日々の悩みや疑問を保護者と一緒に解決
しながら、育ちの保障をする。

・火曜始めたばかりなので、分かりません。
・通援護から変化が大きく満足しています。
・今後も継続していきたい。
・大満足です。本当にいつもありがとうございます！！
（はい：３６　どちらでもない：４　いいえ：０　わからない：１）

・現状を維持する。
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